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Summary

In this study, we analyzed the feces (1186 g) of masked palm civets (Paguma larvata) collected in June 2020 in 

the roof-space of the administration building of the Kaminagawa Experimental Forest, Yamagata University. A total of 

3728 seeds were detected in the feces, of which 2589 were Amur Corktree (Phellodendron amurense) and 1130 were 

Japanese raisin tree (Hovenia dulcis), and these two species accounted for 99.8% of the total seeds.
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資　料

はじめに

　意図的または非意図的に侵入・定着した外来哺乳類
は，生態系に影響を及ぼす可能性がある（Elton 1958）．
外来哺乳類が侵入した場合の生態系への影響を明らかに
するためには，定着した地域でどのような生態を示すの
か把握することが必要である．ジャコウネコ科に属する
ハクビシン（Paguma larvata）は，東南アジアから東ア
ジアにかけて自然分布する中型の食肉目動物である

（Torii 2015）．ハクビシンは日本では広範囲に侵入して
いる外来種として知られており，農作物被害や家屋侵入
被害などが生じていることから，2015年の時点で環境省
による重点対策外来種に指定されている（環境省生態系
被害防止外来種リスト：https://www.env.go.jp/nature/ 
intro/2outline/iaslist.html，2020年7月15日確認）

　ハクビシンは雑食性で，特に果実を好むことが指摘さ
れている（Torii 2015）．ハクビシンによる生態系への影
響を知るためには，どのような餌資源を利用しているの
か明らかにすることは重要である．また，食肉目動物は
生態系の中で種子散布者として機能することが知られて
おり，ハクビシンについても原産地での種子散布者とし
ての役割が指摘されている（e.g., Zhou et al. 2013）．この
ような種子散布機能は外来種として侵入した先でも生じ
る可能性があることから，ハクビシンが食べる果実を知
る必要がある．ハクビシンの食性に関する研究はいくつ
かおこなわれているが（Torii 1986；松本・浜口1990；
鳥居1993；鳥居・手塚1996；松尾ら2007；Matsuo and 
Ochiai 2009；吉野・萩原2010；Iwama et al. 2017），事
例は関東や静岡県に偏っており，東北地方ではほとんど
報告例がない．本研究では，東北日本海側の朝日山系に
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位置する山形大学農学部附属上名川演習林で採集された
ハクビシンの糞から得られた種子とその特徴について報
告する．

材料および方法
１． 糞の採集
　2020年6月2日に山形大学農学部附属上名川演習林

（38°33′N，139°51′E）にある管理棟2階の天井裏から哺
乳類の糞が発見された（図1）．これらの糞は天井裏の空
間に溜められていたことを考えると，樹上利用する哺乳
類によるものだと判断できる．また，タメフンとして多
数の糞が存在し，形が維持されていた糞はいずれもソー
セージ状で中型食肉目の糞サイズに類似していたことか
ら（關ら2015），今回採集された糞は中型食肉目による
ものであると判断した．演習林に生息する樹上を利用す
る中型食肉目の中でこれらの特徴に該当する種はハクビ
シンのみであることから（渡部ら2020），今回得られた
糞はハクビシンに由来すると同定した．本研究では，こ
の糞をすべてサンプルとして研究室に持ち帰り，-20°C
の冷凍庫で分析まで保管した．
２． 糞の分析
　今回発見された糞は劣化して崩れていたものが多く，
形状や色合いから新鮮さの判定をできない糞も多かった

（図1，2）．そのため，1個体1回分を識別することが困難
であったことから，すべてをまとめて分析した．分析で
は，まず，糞を解凍し，乾燥させて乾燥重量を計測した．
その後，糞を0.5mmメッシュの篩を用いて流水によって
洗浄し，残った糞内容物（残渣物）から種子のみを抽出
した．この際，形状を保っている種子のみを分析対象と
し，割れている種子は除外した．抽出した種子は，図鑑

（鈴木ら2012；小南ら2016）を用いて，形態によって種
を同定した．

結果と考察
　乾燥重量は 1186g であった．すべての糞を洗浄し，
内容物に含まれていた種子を分析したところ，3728個の
種子が抽出された．これらの種子を同定した結果，キハ
ダ（Phellodendron amurense），ケンポナシ（Hovenia 
dulcis），オオカメノキ（Viburnum furcatum），イネ科
spp.（Poaceae spp.）が同定された（表1）．出現した種
子のうちキハダとケンポナシが99.8%を占めており，そ
れぞれ2589個と1130個であった．一方で，他の種子は全
部あわせても0.2%（9個）であったことから，ほとんど
食べる機会がなかったもしくは意図的に食べたわけでは
ない種子が混入したと考えられる．ただし，本研究で除
外した割れた種子の多くは形状からケンポナシだと考え

図1. 天井裏のハクビシンの糞（撮影者：新井大輔氏）．
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られたものの，今回の調査では検出されなかった種が含
まれている可能性は否定できないことから，今後さらな
る調査事例の蓄積が望まれる．
　キハダとケンポナシの種子は，ニホンザル（Macaca 
fuscata）やタヌキ（Nyctereutes procyonoides）の食性研
究から晩秋季から冬季に出現することが示されている

（e.g., 江成ら2005；Enomoto et al. 2018）．本研究で出現
した主要な種子はこの2種のみであったことから考える
と，今回扱った糞はハクビシンが晩秋季から冬季にかけ
て排泄したものである可能性が考えられる．寒冷地にお

けるハクビシンは冬季に活動量を大きく低下させること
が指摘されているが（Seki and Koganezawa 2010），今
回分析した糞を排泄したハクビシンは管理棟の天井裏を
ねぐらとしてその付近に生育していたキハダとケンポナ
シを晩秋季から冬季の餌資源として利用していたのかも
しれない．
　キハダの果実は，ハクビシンによる被食がこれまでに
報告されていなかったが，本研究ではもっとも多く出現
したことから，好んで利用することが推察される．キハ
ダは鳥類によって被食される（八木橋2001）ほか，ニホ

和 名 学 名 出 現 個 数

キ ハ ダ P h e l l o d e n d r o n  a m u r e n s e 2 5 8 9

ケ ン ポ ナ シ H o v e n i a  d u l c i s 1 1 3 0

オ オ カ メ ノ キ V i b u r n u m  f u r c a t u m 1

イ ネ 科 s p p . P o a c e a e  s p p . 4

不 明 - 4

表1. ハクビシンの糞から出現した種子のリスト．

図2. 採集したハクビシンの糞の一部（撮影者：斎藤昌幸）．
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ンザルやツキノワグマ（Ursus thibetanus）など哺乳類に
よる果実利用（江成ら2005；小池・正木2008）も報告さ
れている．今回ハクビシンの糞からキハダの種子が多く
出現したことは，ハクビシンもキハダの種子を運ぶ可能
性のある動物であることを示唆する．また，ケンポナシ
に関しては，山形県鶴岡市近郊における調査から，ハク
ビシンが餌資源としてよく利用することが知られてお
り，分散に貢献する種子散布者の一種として機能してい
ることが推察されている（小林・林田2014）．ハクビシ
ンによるケンポナシ利用は，東京都（吉野・萩原2010）
や神奈川県（松本・浜口1990）など他の地域でも報告さ
れている．ケンポナシが東アジアの温帯に広く分布する
ことから考えると，日本の多くの地域でハクビシンがケ
ンポナシの種子散布者として機能する可能性が考えられ
る．
　ハクビシンが生態系の中でどのような役割を果たすか
検討するためには，どのような果実を食べるのか明らか
にすることは重要である．気候や環境，季節によって生
育する植物は異なることから，さまざまな地域や季節で
ハクビシンの食性に関する情報が蓄積されることが重要
である．

要約
　本研究では，2020年6月に山形大学農学部附属上名川
演 習 林 の 管 理 棟 の 天 井 裏 で 採 集 し た ハ ク ビ シ ン

（Paguma larvata）の糞（1186g）を分析した．糞か
らは3728個の種子が検出され，そのうち2589個はキハダ

（Phellodendron amurense），1130 個はケンポナシ
（Hovenia dulcis）であり，これら2種で全体の99.8%を
占めていた．
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